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１．広場整備のコンセプトについて 

 
市民交流の拠点 

 
・お祭りなど多くの人でにぎわう交流広場 
・来庁者などが気軽に休憩できる憩いの場 
・庁舎と一体となった開かれた景観の創出 

 

 
多目的な利用 

 
・多目的に利用できるよう、フラット部分を 
 できるだけ広く 
・ふるさと祭りをはじめ各種イベントで活用 
・災害時の一時避難場所として活用 

 

 
最小の経費 

 
・傾斜地を活かしたシンプルなつくり 
・メンテナンス費用が極力かからないつくり 
・庁舎との一体的な利用による経費節減 
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２．コンセプトを踏まえた整備の方向性（市民交流の拠点） 

植栽について 
 ・外部からの視界を遮らない低木を基本とする。 
 ・新庁舎の植栽との整合性を図りながら、比較的排気ガスに強い樹種を選定する。  

設置物について 
 ・広場の設置物については、交流の拠点として市民から愛される市の顔となるよう、シンボ  
  ル時計や花壇などについて、新庁舎との統一性や費用面などを考慮のうえ設置する。 

多くの市民が立ち寄る憩いの場 
 ・多くの市民に立ち寄っていただけるよう、庁舎と一体となった開放的で明るい空間 
 ・ベンチの設置や傾斜部分を有効活用により、充分な休憩スペースを確保 

 

市民交流の拠点 
   ・お祭りなど多くの人でにぎわう交流広場 
   ・来庁者などが気軽に休憩できる憩いの場 
   ・庁舎と一体となった開かれた景観の創出 
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３．コンセプトを踏まえた整備の方向性（多目的な利用） 

ステージについて 
 ・ステージを常設すると広場スペースが狭くなり多目的利用に支障が生じる可能性がある   
  ことから、当面は仮設ステージによる運用とする。 
 

フラット部分について 
 ・各種イベントを含め様々な利用目的に対応できるよう、フラット部分をできるだけ広く確保 
  したシンプルなつくりとする。 
 ・フラット部分については、各種イベントの開催を考慮し舗装による整備とする。 
 ・子どもが遊ぶスペースについては、新庁舎に配置予定である子育て支援センターや屋外 
  プレイロットを一体的に利用する。 

 

多目的な利用 
   ・多目的に利用できるよう、フラット部分を広く 
   ・ふるさと祭りをはじめ各種イベントで活用 
   ・災害時の一時避難場所として活用 
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４．コンセプトを踏まえた整備の方向性（最小の経費） 

庁舎との一体的な利用について 
 ・トイレや駐車場など、庁舎と一体的に利用することが可能であるものについては、経費節
減のため設置をしない。 

メンテナンス費用について 
 ・新庁舎に隣接した広場であることから、定期的に一定程度のメンテナンスを施す必要が 
  あるが、できるだけシンプルなつくりにすることにより、最小限の経費に抑える。 

傾斜地の有効利用について 
 ・傾斜地については、緑化への配慮により芝生による整備を実施 
 ・休憩スペースとしての有効活用を図るため、傾斜部分の勾配については、利用者が座っ 
  て休憩ができるよう緩やかな設定とする。（詳細は６ページを参照） 

 

最小の経費 
    ・傾斜地を活かしたシンプルなつくり 
    ・メンテナンス費用が極力かからないつくり 
    ・庁舎との一体的な利用による経費節減 
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４．コンセプトを踏まえた整備の方向性（最小の経費） 

傾斜地の有効利用について 

利用者が座って休憩できる
くらいの勾配設定 

広場の断面図 

フラットな部分をできる
だけ広くする 
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５．今後のスケジュール 
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【参考資料】 広場用地について （平面図面） 

広場用地 
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【参考資料】 新庁舎鳥瞰図 

広場用地 


